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昭和 7 年（1922 年）から昭和 43 年（1968 年）
までメチル水銀化合物がこの排水口から流され
続け、漁業が中心であった百聞の住民にも水俣
病が発症した。
現在は浄化施設が造られ、今なお家庭排水と
ともに産業排水も排出されている。
